
 

加
東

市
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
「

と
ど

ろ
き

荘
」

条
例

の
改

正
案

 

現
 

 
 

 
 

 
 

行
 

改
 

 
 

正
 

 
 

案
 

○
加

東
市

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

「
と

ど
ろ

き
荘

」
条

例
 

（
設

置
）

 

第
１

条
 

住
民

福
祉

の
向

上
及

び
文

化
教

養
の

向
上

を
図

り
、

総
合

的
な

福

祉
社

会
づ

く
り

に
寄

与
す

る
た

め
の

施
設

と
し

て
、

加
東

市
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
「

と
ど

ろ
き

荘
」

（
以

下
「

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

」
と

い
う

。
）

を
設

置
す

る
。

 

（
位

置
）

 

第
２

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
位

置
は

、
加

東
市

岡
本

１
５

７
１

番
地

１

と
す

る
。

 

（
業

務
）

 

第
３

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

は
、

第
１

条
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
、

次

に
掲

げ
る

業
務

を
行

う
。

 

(1
) 

宿
泊

業
務

に
関

す
る

こ
と

。
 

(2
) 

浴
場

業
務

に
関

す
る

こ
と

。
 

(3
) 

部
屋

の
使

用
業

務
に

関
す

る
こ

と
。

 

(4
) 

前
３

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

業
務

 

（
開

館
時

間
等

）
 

第
４

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
開

館
時

間
及

び
利

用
時

間
（

以
下

「
開

館

時
間

等
」

と
い

う
。

）
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

た
だ

し
、

市
長

が
特

 （
設

置
）

 

第
１

条
 

住
民

福
祉

の
向

上
及

び
文

化
教

養
の

向
上

を
図

り
、

総
合

的
な

福

祉
社

会
づ

く
り

に
寄

与
す

る
た

め
の

施
設

と
し

て
、

加
東

市
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
「

と
ど

ろ
き

荘
」

（
以

下
「

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

」
と

い
う

。
）

を
設

置
す

る
。

 

（
位

置
）

 

第
２

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
位

置
は

、
加

東
市

岡
本

１
５

７
１

番
地

１

と
す

る
。

 

（
業

務
）

 

第
３

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

は
、

第
１

条
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
、

次

に
掲

げ
る

業
務

を
行

う
。

 

 (1
) 

浴
場

業
務

に
関

す
る

こ
と

。
 

(2
) 

部
屋

の
使

用
業

務
に

関
す

る
こ

と
。

 

(3
) 

前
２

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

業
務

 

（
開

館
時

間
等

）
 

第
４

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
開

館
時

間
及

び
利

用
時

間
（

以
下

「
開

館

時
間

等
」

と
い

う
。

）
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

た
だ

し
、

市
長

が
特

資料２ 
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現
 

 
 

 
 

 
 

行
 

改
 

 
 

正
 

 
 

案
 

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、

開
館

時
間

等
を

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

一
般

事
務

 
午

前
８

時
３

０
分

か
ら

午
後

５
時

１
５

分
ま

で
 

(2
) 

室
の

利
用

 
午

前
９

時
か

ら
午

後
９

時
ま

で
 

(3
) 

浴
室

 
午

前
１

０
時

か
ら

午
後

９
時

ま
で

 

(4
) 

宿
泊

 
午

後
４

時
か

ら
翌

日
の

午
前

９
時

ま
で

 

（
休

館
日

）
 

第
５

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
休

館
日

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
た

だ

し
、

市
長

が
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、

休
館

日
を

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

１
２

月
２

９
日

か
ら

翌
年

の
１

月
３

日
ま

で
 

(2
) 

毎
週

水
曜

日
 

（
使

用
許

可
の

制
限

）
 

第
６

条
 

市
長

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
に

対
し

て
は

、

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
を

拒
否

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

秩
序

又
は

風
俗

を
害

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

。
 

(2
)  

施
設

又
は

設
備

を
損

傷
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
。

 

(3
) 

条
例

又
は

規
則

に
違

反
し

た
と

き
。

 

(4
) 

前
３

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

管
理

上
支

障
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

。
 

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、

開
館

時
間

等
を

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

一
般

事
務

 
午

前
８

時
３

０
分

か
ら

午
後

５
時

１
５

分
ま

で
 

(2
) 

室
の

利
用

 
午

前
９

時
か

ら
午

後
１

０
時

ま
で

 

(3
) 

浴
室

 
午

前
１

０
時

か
ら

午
後

９
時

ま
で

 

 （
休

館
日

）
 

第
５

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
休

館
日

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
た

だ

し
、

市
長

が
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、

休
館

日
を

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

１
２

月
２

９
日

か
ら

翌
年

の
１

月
３

日
ま

で
 

(2
) 

毎
週

水
曜

日
 

（
使

用
許

可
の

制
限

）
 

第
６

条
 

市
長

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
に

対
し

て
は

、

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
を

拒
否

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

秩
序

又
は

風
俗

を
害

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

。
 

(2
)  

施
設

又
は

設
備

を
損

傷
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
。

 

(3
) 

条
例

又
は

規
則

に
違

反
し

た
と

き
。

 

(4
) 

前
３

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

管
理

上
支

障
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

。
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現
 

 
 

 
 

 
 

行
 

改
 

 
 

正
 

 
 

案
 

（
使

用
料

）
 

第
７

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
者

は
、

別
表

に
定

め
る

使
用

料
を

納

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
使

用
料

の
減

免
）

 

第
８

条
 

市
長

は
、

特
別

の
事

由
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

使
用

料
の

全

部
又

は
一

部
を

免
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
使

用
料

の
不

還
付

）
 

第
９

条
 

既
納

使
用

料
は

、
還

付
し

な
い

。
た

だ
し

、
次

に
該

当
す

る
と

き

は
、

使
用

料
の

全
部

又
は

一
部

を
還

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(1
) 

災
害

そ
の

他
不

可
抗

力
に

よ
る

事
由

に
よ

り
使

用
で

き
な

く
な

っ

た
と

き
。

 

(2
) 

使
用

者
の

責
め

に
よ

ら
な

い
事

由
に

よ
り

使
用

で
き

な
く

な
っ

た

と
き

。
 

（
原

状
回

復
の

義
務

等
）

 

第
１

０
条

 
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

使
用

者
の

責
め

に
帰

す
べ

き
事

由
に

よ
り

、
施

設
又

は
設

備
を

滅
失

し
、

又
は

損
傷

し
た

と
き

は
、

こ
れ

を
原

状
に

回
復

し
、

こ
れ

に
要

す
る

費
用

を
負

担
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
指

定
管

理
者

に
よ

る
管

理
）

 

第
１

１
条

 
市

長
は

、
地

方
自

治
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

第
６

７
号

。
以

下

「
法

」
と

い
う

。
）

第
２

４
４

条
の

２
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

、
次

に
掲

（
使

用
料

）
 

第
７

条
 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
者

は
、

別
表

に
定

め
る

使
用

料
を

納

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
使

用
料

の
減

免
）

 

第
８

条
 

市
長

は
、

特
別

の
事

由
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

使
用

料
の

全

部
又

は
一

部
を

免
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
使

用
料

の
不

還
付

）
 

第
９

条
 

既
納

使
用

料
は

、
還

付
し

な
い

。
た

だ
し

、
次

に
該

当
す

る
と

き

は
、

使
用

料
の

全
部

又
は

一
部

を
還

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(1
) 

災
害

そ
の

他
不

可
抗

力
に

よ
る

事
由

に
よ

り
使

用
で

き
な

く
な

っ

た
と

き
。

 

(2
) 

使
用

者
の

責
め

に
よ

ら
な

い
事

由
に

よ
り

使
用

で
き

な
く

な
っ

た

と
き

。
 

（
原

状
回

復
の

義
務

等
）

 

第
１

０
条

 
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

使
用

者
の

責
め

に
帰

す
べ

き
事

由
に

よ
り

、
施

設
又

は
設

備
を

滅
失

し
、

又
は

損
傷

し
た

と
き

は
、

こ
れ

を
原

状
に

回
復

し
、

こ
れ

に
要

す
る

費
用

を
負

担
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
指

定
管

理
者

に
よ

る
管

理
）

 

第
１

１
条

 
市

長
は

、
地

方
自

治
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

第
６

７
号

。
以

下

「
法

」
と

い
う

。
）

第
２

４
４

条
の

２
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

、
次

に
掲
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現
 

 
 

 
 

 
 

行
 

改
 

 
 

正
 

 
 

案
 

げ
る

業
務

を
法

人
そ

の
他

の
団

体
で

あ
っ

て
、
市

長
が

指
定

す
る

も
の
（

以

下
「

指
定

管
理

者
」

と
い

う
。

）
に

行
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

第
３

条
各

号
に

掲
げ

る
業

務
の

全
部

又
は

一
部

 

(2
) 

市
長

の
承

認
を

得
て

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
開

館
時

間
及

び
休

館

日
の

変
更

を
行

う
こ

と
。

 

(3
) 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
許

可
に

関
す

る
こ

と
。

 

(4
) 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
料

の
徴

収
に

関
す

る
こ

と
。

 

(5
) 

市
長

の
承

認
を

得
て

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
料

の
減

免
及

び

還
付

を
行

う
こ

と
。

 

(6
) 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
維

持
管

理
に

関
す

る
こ

と
。

 

(7
) 

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
市

長
が

必
要

と
認

め
る

こ
と

。
 

２
 

市
長

は
、

法
第

２
４

４
条

の
２

第
８

項
の

規
定

に
よ

り
、

第
７

条
に

規

定
す

る
使

用
料

を
指

定
管

理
者

の
収

入
と

し
て

収
受

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

指
定

管
理

者
に

第
１

項
の

業
務

を
行

わ
せ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
第

４

条
か

ら
第

６
条

及
び

第
８

条
の

規
定

中
「

市
長

」
と

あ
る

の
は

「
指

定
管

理
者

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

（
運

営
審

議
会

の
設

置
）

 

第
１

２
条

 
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
を

管
理

運
営

す
る

た
め

運
営

審
議

会
を

設
置

す
る

。
 

げ
る

業
務

を
法

人
そ

の
他

の
団

体
で

あ
っ

て
、
市

長
が

指
定

す
る

も
の
（

以

下
「

指
定

管
理

者
」

と
い

う
。

）
に

行
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

第
３

条
各

号
に

掲
げ

る
業

務
の

全
部

又
は

一
部

 

(2
) 

市
長

の
承

認
を

得
て

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
開

館
時

間
及

び
休

館

日
の

変
更

を
行

う
こ

と
。

 

(3
) 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
許

可
に

関
す

る
こ

と
。

 

(4
) 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
料

の
徴

収
に

関
す

る
こ

と
。

 

(5
) 

市
長

の
承

認
を

得
て

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
使

用
料

の
減

免
及

び

還
付

を
行

う
こ

と
。

 

(6
) 

東
条

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
維

持
管

理
に

関
す

る
こ

と
。

 

(7
) 

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
市

長
が

必
要

と
認

め
る

こ
と

。
 

２
 

市
長

は
、

法
第

２
４

４
条

の
２

第
８

項
の

規
定

に
よ

り
、

第
７

条
に

規

定
す

る
使

用
料

を
指

定
管

理
者

の
収

入
と

し
て

収
受

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

指
定

管
理

者
に

第
１

項
の

業
務

を
行

わ
せ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
第

４

条
か

ら
第

６
条

ま
で

、
第

８
条

及
び

別
表

の
規

定
中

「
市

長
」

と
あ

る
の

は
「

指
定

管
理

者
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

（
運

営
審

議
会

の
設

置
）

 

第
１

２
条

 
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
を

管
理

運
営

す
る

た
め

運
営

審
議

会
を

設
置

す
る

。
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現
 

 
 

 
 

 
 

行
 

改
 

 
 

正
 

 
 

案
 

（
委

任
）

 

第
１

３
条

 
こ

の
条

例
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

管

理
運

営
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
規

則
で

定
め

る
。

 

 別
表

（
第

７
条

関
係

）
 

施 設 等 使 用 料
 

区
分

 
部

屋
別

 
料

金
 

備
考

 

宿
泊
（

１

泊
）

 

洋
室

 
1人

4,
50

0円
 
１

 
寝

具
の

貸
与

を
含

み
、

食
事

は
除

く
。

 

２
 

障
害

者
手

帳
所

持
者

、
小

学

生
、

小
学

校
就

学
前

２
年

の
幼

児
の

料
金

は
半

額
。

 

３
 

小
学

校
就

学
前

２
年

未
満

の

乳
幼

児
は

無
料

。
 

和
室

 
1人

4,
50

0円
 

特
別

室
 

1人
6,

50
0円

 

区
分

 
部

屋
別

 午
前

（
午

前
9時

～

正
午

）
 

午
後

（
午

後
1時

～

午
後

5時
）

夜
間

（
午

後
6時

～

午
後

9時
）

 

備
考

 

会
議

休

憩
等

 

旧
館

和
室

 
2,

50
0円

3,
20

0円
3,

50
0円

 １
 

間
仕

切
り

使
用

は
、

半

額
。

 

２
 

営
利

を
目

旧
館

洋
室

 
2,

00
0円

2,
20

0円
2,

50
0円

 

和
室

 
1,

50
0円

1,
80

0円
2,

00
0円

 

洋
室

 
1,

20
0円

1,
30

0円
1,

50
0円

 

（
委

任
）

 

第
１

３
条

 
こ

の
条

例
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
東

条
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

管

理
運

営
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
規

則
で

定
め

る
。

 

 別
表

（
第

７
条

関
係

）
 

施 設 等 使 用 料
 

区
分

 
部

屋
名

 
料

金
 

備
考

 

午
前

9時
～

午

後
6時

 

午
後

6時
～

午

後
10

時
 

会
議

休

憩
等

 

多
目

的

ホ
ー

ル
 

1 時
間

に
つ

き

3,
30

0円
 1時

間
に

つ
き

5,
00

0円

１
 

間
仕

切
り

に

よ
り

区
分

し
た

と
き

は
、

使
用

面
積

割
合

に
相

当
す

る
額

と
す

る
。

 

２
 

営
利

を
目

的

と
し

た
使

用
に

つ
い

て
は

、
倍

額
の

使
用

料
と

す
る

。
 

区
分

 
料

金
 

備
考
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現
 

 
 

 
 

 
 

行
 

改
 

 
 

正
 

 
 

案
 

多
目

的
ホ

ー
ル

 

10
,0

00
円

13
,0

00
円

15
,0

00
円

 
的

と
し

た
使

用
に

つ
い

て

は
、
倍

額
の

使

用
料

と
す

る
。

区
分

 
種

類
 

料
金

 
備

考
 

貸
衣

類
 浴

衣
 

１
枚

 
30

0円
 
１

 
休

憩
の

場
合

に
限

る
。

 

丹
前

 
１

枚
 

30
0円

 

茶
羽

織
 

１
枚

 
30

0円
 

寝
具

 
１

組
 

1,
10

0円
 

区
分

 
種

類
 

料
金

 
備

考
 

貸
娯

楽

用
具

 

マ
ー

ジ
ャ

ン
具

 

2,
00

0 円
  

 

カ
ラ

オ
ケ

セ
ッ

ト
 

4,
00

0 円
 

区
分

 
料

金
 

備
考

 

 
 

入

場
料

 

1人
60

0

円
 

１
 

小
学

生
以

下
（

た
だ

し
、

小
学

校
就

学
前

の

乳
幼

児
は

無
料

）
及

び
障

害
者

手
帳

所
持

者
は

、

半
額

。
 

２
 

回
数

券
利

用
の

場
合

、
１

０
枚

買
上

げ
に

つ

き
１

枚
無

料
。

 

浴
室

入

場
料

 

1 人
60

0

円
 

１
 

小
学

生
以

下
（

た
だ

し
、

小
学

校
就

学
前

の

乳
幼

児
は

無
料

）
及

び
障

害
者

手
帳

所
持

者
は

、

半
額

。
 

２
 

回
数

券
利

用
の

場
合

、
１

０
枚

買
上

げ
に

つ

き
１

枚
無

料
。

 

３
 

１
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
そ

の

身
分

が
確

認
で

き
る

も
の

を
携

帯
す

る
こ

と
。

 

 ４
 

市
長

が
認

め
る

場
合

に
優

待
券

を
発

行
す

る
。

 

（
注

）
 

(1
) 

上
記

金
額

に
は

、
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
を

含
む

。
 

(2
) 

「
小

学
生

」
と

は
、

小
学

校
、

義
務

教
育

学
校

の
前

期
課

程

又
は

特
別

支
援

学
校

の
小

学
部

に
就

学
し

て
い

る
児

童
を

い
う

。
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現
 

 
 

 
 

 
 

行
 

改
 

 
 

正
 

 
 

案
 

３
 

１
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
そ

の

身
分

が
確

認
で

き
る

も
の

を
携

帯
す

る
こ

と
。

 

４
 

宿
泊

す
る

場
合

は
、
入

場
料

を
徴

収
し

な
い

。

５
 

市
長

が
認

め
る

場
合

に
優

待
券

を
発

行
す

る
。

 

（
注

）
 

(1
) 

上
記

金
額

に
は

、
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
を

含
む

。
 

(2
) 

「
小

学
生

」
と

は
、

小
学

校
、

義
務

教
育

学
校

の
前

期
課

程
又

は
特

別
支

援
学

校
の

小
学

部
に

就
学

し
て

い
る

児
童

を
い

う
。
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